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食用大麦の in vitro および in vivo における
抗酸化作用についての検討
Antioxidant activities of Barley in in vitro and in vivo.
庄 條 愛 子 ・今 井 ももこ＊1


















































温 23±2℃、明暗調節下（8 : 00～20 : 00）の動
物実験室で行い、自由摂食・摂水させた。
3．ストレス負荷、胃潰瘍面積の計測、組織染










リン溶液（和光純薬）約 5 ml を注入して胃全






























































活性および 2­thiobarbituric acid reactive sub­
stances（TBARS）濃度を測定した。これらの
測定には、市販のキット TBARS Assay Kit
（ZeptoMetrix Corporation, New York, USA）、





い Student t­test および多群間の比較には Bon­
ferroni/Dunn 多重比較検定を実施した（Stat




DPPH および ABTS ラジカル消去活性によ
る大麦の抗酸化活性は、図 1および 2にまとめ
た。精製大麦粉および七分搗き大麦粉の DPPH
ラジカル消去能は 12.8および 23.6 μm Trolox/






図 1 DPPH ラジカル消去活性による大麦の抗酸化
活性
＊有意差あり（p＜0.05）
図 2 ABTS ラジカル消去活性による大麦の抗酸化
活性









また、本研究では in vitro での抗酸化活性評






























低い値を示した。また胃組織 HE 染色（図 3）














































Steroidal Anti­Inflammatory Drug ; NSAID）誘
図 3 水浸拘束ストレス前後の胃組織（HE 染色）
図 4 水浸拘束ストレス前後の胃組織（PAS 染色）
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